
平成30 年2 ⽉10 ⽇ 
(公社)⽇本エアロビック連盟 審判委員会 

 

平成30 年度 JAF 主催競技会における 
審判ノミネート/審判活動/⼤会⽀援活動に関する実施要項 

 
1. 審判ノミネート概要 
昨年度以来ノミネートの⽅針に変更はありません。昨年同様全⽇本総合選⼿権⼤会地区⼤会の審判について
も本部ノミネートとなりますので、地域間のバランスや男⼥⽐なども考慮しつつ、できる限り多くの審判員
に審判をお願いしたいと考えています。                                 
※	夫婦/親⼦等で審判資格を持っている場合は、原則として同⼀⼤会には1 ⼈のみノミネートしますが、2

パネル時などで審判数が⾜らない場合はこの限りではありません。 
 
2. ⼤会別審判ノミネート要項 
 ✜スポーツエアロビック 

ノミネート時期 主任 ⼤会開催の3 ヶ⽉前を⽬処に本部がノミネート 
その他審判員 ⼤会開催の2 ヶ⽉前を⽬処に本部がノミネート 

審判料/旅費⼿当 
 

主任 JAF ⽀払い 
その他審判員 JAF ⽀払い(除く、北海道) 

 
タイム/ライン審判員募集  ×  模擬審判員募集  ○ ⼤会⽀援活動募集 ○ 

 
 ✜スズキジャパンカップ地区⼤会 

ノミネート時期 主任 ⼤会開催の3 ヶ⽉前を⽬処に審判委員会がノミネート 
その他審判員 ⼤会開催の2 ヶ⽉前を⽬処に審判委員会がノミネート 

審判料/旅費⼿当 
 

主任 JAF ⽀払い 
その他審判員 JAF ⽀払い(除く、北海道) 

 
タイム審判員募集  ○  模擬審判員募集  ○ ⼤会⽀援活動募集 ○ 

 
 ✜登録クラブ選⼿権⼤会  

ノミネート時期 主任 ⼤会開催の3 ヶ⽉前を⽬処に審判委員会がノミネート 
その他審判員 選⼿を派遣する登録クラブが審判員を推薦。集約後、⼤会開催

2 ヶ⽉前を⽬処に審判委員会が最終ノミネート。 
審判料/旅費⼿当 
 

主任 JAF ⽀払い 
その他審判員 審判料のみJAF ⽀払い 

 
タイム審判員募集  ○  模擬審判員募集  × ⼤会⽀援活動募集 ○ 

  
 ✜スズキジャパンカップ全⽇本総合選⼿権⼤会 ⽇本代表選⼿選考会 / JOC ジュニアオリンピックカップ 
  全国⼤会 / 全⽇本学⽣選⼿権⼤会 

ノミネート時期 主任 ⼤会開催の3 ヶ⽉前を⽬処に審判委員会がノミネート 
その他審判員 ⼤会開催の2 ヶ⽉前を⽬処に審判委員会がノミネート 

審判料/旅費⼿当 
 

主任 
JAF ⽀払い 

その他審判員 
 
タイム/ライン審判員募集  ○  模擬審判員募集  × ⼤会⽀援活動募集 ○ 

 
 



3. 審判料/旅費⼿当 
審判料 公式競技(シニア1/ユース1, 2)を含む競技会 7,000 円/⽇ 

公式競技(シニア1/ユース1, 2)を含まない競技会 5,000 円/⽇ 
フライト競技審判のみ / チーム競技審判のみ 3,000 円/⽇ 

タイム/ライン審判のみ 3,000 円/⽇(交通費込み) 
旅費⼿当 

 
交通費 公共交通機関の利⽤を原則とします。また、IC 利⽤等可能な限り安価なルートでのご⼿

配をお願いします。 
・⼤会会場と同⼀市内/郡内(東京23 区は同⼀市内とみなす)居住者は⽀払いなし 
・⼤会会場と同県内(北海道は除く)に居住する場合は、⼀律原則1,000 円/⽇ 
・上記以外は、30,000 円を限度として実費往復交通費を⽀払い(全国⼤会は限度額なし) 

 
JR等公共交通

機関 

各⾃⼿配とし、居住地の最寄り駅/バス停から会場の最寄り駅までの実費
⽀払い。 
※	 60km を超える場合は、急⾏券/特急券利⽤可。100km を超える場

合は、新幹線(指定席)利⽤可。 
⾶⾏機 原則本部⼿配。居住地から最寄りの空港及び到着空港から会場までのJR

等公共交通機関については実費⽀払い。 
⾃家⽤⾞ 会場の所在地等の都合により⾞での移動を希望する場合は、事前に連盟

の許可を得ること。 その場合は、公共交通機関利⽤に換算した⾦額(⾃
由席)でお⽀払いします。 

タクシー JAF が事前に認めた場合に限り、領収証添付を条件として実費⽀払い。 
宿泊費 原則JAF ⼿配。宿泊パックなどを利⽤し、⾃⼰⼿配を希望する場合は、事前に連盟の許

可を得、かつ連盟宛領収証を提出できる場合に限り、1 泊につき7,000 円を限度として
実費⽀払いします。 
※前泊については、JAF が必要と認めた場合、または⼤会当⽇の朝最寄り駅/バス停出発
が午前6 時30 分より早い場合のみ認めます。 

 
4. タイム/ライン審判員、模擬審判員、⼤会⽀援活動⽴候補 
HP に掲載の「JAF 競技会⽇程」にある対象⼤会をご確認の上、添付の⽴候補⽤紙(HP からダウンロードも可)
に必要事項を記⼊し、審判委員会事務局あてメールまたはfax してください。 抽選は、タイム/ライン→模
擬審判員→⼤会⽀援活動の順に⾏いますので、⽴候補したい業務に「○」を付けてください。3 つとも○を
付けた場合、仮にタイム/ラインにならない場合は、模擬審判員あるいは⼤会⽀援活動をお願いします。  

⽴候補〆切⽇          
及び  抽選⽇* 

4〜6 ⽉開催の⼤会 2 ⽉25 ⽇(⽇)で〆切、2 ⽉26 ⽇(⽉) 抽選  
7〜9 ⽉  〃 5 ⽉27 ⽇(⽇)で〆切、5 ⽉28 ⽇(⽉) 抽選 
10〜12 ⽉ 〃 8 ⽉26 ⽇(⽇)で〆切、8 ⽉27 ⽇(⽉) 抽選 
来年1 ⽉〜3 ⽉ 〃 11 ⽉25 ⽇(⽇)で〆切、11 ⽉26 ⽇(⽉) 抽選 

  抽選⽇*: 事務局の都合で抽選⽇を変更する場合は、HP にて告知します。また、規定数に満たない場合は期間を過ぎた場合でも受 
              付けますので、事務局にお問い合わせください。 
 
 ✜タイム/ライン⽴候補 ※⽴候補者がいない場合は、本部ノミネート 

募集⼈数                    

スズキジャパンカップ地区⼤会 タイムのみ、各⼤会とも1 パネルにつき1 名 
登録クラブ選⼿権⼤会 タイムのみ、1 パネルにつき1 名 

スズキジャパンカップ全⽇本総合選⼿権
⼤会 ⽇本代表選⼿選考会 

タイム/ライン4 名 

全⽇本学⽣選⼿権⼤会 タイム/ライン3 名  
JOC ジュニアオリンピック全国⼤会 タイム/ライン3 名  

抽選⽅法 
B 級審判員→A 級審判員→S 級審判員→C 級審判員 
※⽴候補がない場合は、⼤会⽀援活動⽴候補者から選ぶ。 

その他 交通費のみ、最⼤3,000 円までの実費⽀払い(宿泊費の⽀払いはなし) 



 
 ✜模擬審判員⽴候補  

公式競技 
(シニア1, ユース

1, 2 のみ) 
 

募集⼈数 7 名/⼤会 

 
抽選⽅法 

模擬経験のないB級審判員→地元地区のB級審判員→その他地区のB級審
判員→地元地区のA 級審判員→その他地区のA 級審判員 
※定員に満たない場合のみ、S 級審判の模擬可 

備考 

・原則として正規審判員と同じ集合/解散。全てのミーティング参加を条件
とします。 
・旅費⼿当の⽀払い/弁当⽀給はなし 
・資料費として⼀⼤会につき、1,000 円/⼈を徴収するため、釣り銭のない
ようご⽤意下さい。 

フライト競技 

募集⼈数 ⼤会毎に決定(HP「JAF 競技会⽇程」にて確認のこと) 

抽選⽅法 フライト模擬経験のないC 級審判員を優先 

備考 

・原則として正規審判員と同じ集合/開催です。中央の審判員通路(⼗字)ま
で⼊っての模擬審判は可能ですが、それ以上選⼿の間に⼊っての模擬審判
はできません。 
・旅費⼿当の⽀払い/弁当⽀給はなし 
・資料費として⼀⼤会につき、1,000 円/⼈を徴収するため、釣り銭のない
ようご⽤意下さい。 

 
 ✜⼤会⽀援活動⽴候補  

募集⼈数 ⼤会毎に決定(HP「JAF 競技会⽇程」にて確認のこと) 

備考 
4〜6 時間程度。業務を選ぶことはできません。また、謝⾦/旅費⼿当の⽀払いはありませんが、
原則弁当を⽀給します。ただし、タイム/ライン審判業務になる場合は、交通費のみ3,000 円を
限度として実費をお⽀払いします。 

 
5.  審判活動/⼤会⽀援活動に伴う事故・盗難等について 
認定審判員が、各競技会において審判活動/⼤会⽀援活動を⾏うにあたり、⼤会会場への往復移動中または会場内での怪
我や盗難等について本部は⼀切責任を持ちません。各⾃で必要な保険を掛ける等、事前の⼿当をお願いします。 
 
6.  災害時の競技会開催について 
台⾵や豪⾬、地震などで開催が危ぶまれるような場合は、連盟HP で開催の有無を決定する⽇時を掲載いたします。ただ
し、公共交通機関の状況等により会場へ来られない場合は逐次連絡をとりあうこととします。 
 
 
 皆様のご理解とご協⼒をお願いいたします。  
 本件に関するご質問は、JAF 審判委員会事務局 ⽥中宛にお願いします。(email: kazi.tanaka.iaf-jaf@aerobic.or.jp、
tel: 03-5796-7521)    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



JAF 審判員の心構え 

JAF 審判委員会 

 

JAF 審判員規程第 2 条(認定審判員の役割)ならびに細則第 3 条(審判員の責務)に掲げる各項を遵守し

て厳正な審判活動を行うために、以下の審判員の心構えをまとめて国内の各競技会において確認して

いくこととします。これにより認定審判員の信頼向上に努めるものとする。 

 

１．審判員の責務 

 ✜認定審判員の自覚と誇りを持って審判にあたること 

・	審判員としての言動が周囲に与える影響を自覚し、日常から自分の言動に配慮する。SNS 上では、審判活

動についてのコメントや映像は原則掲載しない。 

・	日々練習に励んでいる選手に対して敬意を持って審判を行う。 

・	模擬審判員席で許可なくビデオ撮影を行うなど、審判の立場を私的に利用しない。 

 ✜最新の「JAF エアロビック公式競技・採点規則」を遵守し、公正な審判を行うこと 

   ・ すべての選手に対して常に中立的立場に立ち、特定の選手や団体に対するバイアス行為と見られる審判を 

   しない。 

・	自己の認識や価値観に頼る偏った審判をしない。 

・	常に講習会、研修会、JAF 公式HP 等の最新の情報を積極的に収集する。 

 ✜審判員の権威を利用した言動をしないこと 

・	競技会場はもとより、それ以外でも自分が関連する選手や団体が優位になる発言や特定の選手や団体を  

貶める発言をしない。 

・	競技会後に、採点結果に対しての独断的な分析を選手やコーチに話さない。 

・	大会にノミネートされた審判であることを自ら吹聴しない。 

 ✜競技会では審判員は独立して審判を行うこと 

・	公式な会議や打ち合わせ以外では、審判員の間で具体的な選手名を出して会話をしない。 

・	上級の審判資格であることを理由に他の審判員に指示をしたり、圧力をかけない。 

・	公式な会議や打ち合わせ以外では、審判員の間で採点内容に関する個人的な見解を言わない。 

 

２. 表彰項目 

内 容 表 彰 

・年間を通じて数多くの大会審判をし、他の審判の模範となるような審判活動

を行った場合 

“Judge of the Year”として、年度末に

審判委員会より表彰 

・長年にわたり、審判員活動を通じて連盟の発展に寄与し、著しく功績のあっ

た審判員 

“功労賞”として、連盟より表彰 

 

３．罰則項目 

内 容 罰 則 

・採点内容において重大な過失、または上記に関する責務の違反行為があ

った場合。 

戒告又は半年間*の審判停止 

・前項の過失、責務の違反行為が 2 回目の場合、または過度の違反行為が

あった場合。 

1 年間*の審判停止 

・責務の違反行為が故意かつ悪質と判断された場合 審判登録の抹消 

                                           *: 委員会からの通達日を起算日とする。 

 

以上 


